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○議事日程 

   日程 第 １ 議案第１６号・１７号 条例の制定について ※委員長報告～質疑～討 

          論～採決 

   日程 第 ２ 議案第１号～第８号 令和６年度那須烏山市一般会計・特別会計・水道 

          事業会計・下水道事業会計予算について ※委員長報告～質疑～討論～ 

          採決 

   日程 第 ３ 請願書等審査結果の報告について（議長提出） 

   日程 第 ４ 常任委員会所管事務調査結果の報告について（議長提出） 

○追加議事日程（第１号） 

   追加日程第 １ 追加議案第３号 那須烏山市教育長の任命同意について（議長提出） 

   追加日程第 ２ 追加議案第１号 那須烏山市長及び副市長の給料の減額に関する条例 

                   の制定について（市長提出） 

   追加日程第 ３ 追加議案第２号 那須烏山市税条例の一部改正について（市長提出） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（渋井由放）  皆さん、おはようございます。傍聴席の皆さま方には、お忙しい中、

足を運んでいただきまして、誠にありがとうございます。 

 ただいま出席している議員は１４名です。８番滝口貴史議員から欠席の通知がございました。

定足数に達しておりますので、ただいまから会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ 議案第１６号・１７号 条例の制定について 

 

○議長（渋井由放）  日程第１ 議案第１６号・１７号 条例の制定についてを議題といた

します。 

 本案につきましては、去る２月２７日の本会議において、所管の常任委員会に審査を付託し

ております。審査の経過と結果について、各常任委員長の報告を求めます。 

 初めに、議案第１６号 那須烏山市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の制

定について、総務企画常任委員会副委員長の報告を求めます。 

 総務企画常任委員会副委員長堀江清一議員。 

〔総務企画常任委員会副委員長 堀江清一 登壇〕 

○総務企画常任委員会副委員長（堀江清一）  滝口委員長が欠席のため、代わって副委員長

であります私、堀江が審査結果を報告いたします。 

 令和６年２月２７日の本会議において当総務企画常任委員会に付託された議案第１６号 那

須烏山市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の制定について、審査の経過とそ

の結果について御報告申し上げます。 

 ３月７日に、第１委員会室において委員４名出席のもと、総務課の説明を受け、慎重に審査

を行いました。本条例は、根拠となる個別の条例等において、書面により行うこととされてい

る行政手続について、情報通信技術を利用したオンラインでの手続を可能とするための通則的

条例であり、市民等の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るものであります。 

 委員会で審査し、採決を行った結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたし

ました。 

 以上をもって審査結果の報告を終わります。 

○議長（渋井由放）  次に、議案第１７号 那須烏山市立認定こども園設置及び管理条例の

制定について、文教福祉常任委員会委員長の報告を求めます。 

 文教福祉常任委員会委員長福田長弘議員。 
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〔文教福祉常任委員会委員長 福田長弘 登壇〕 

○文教福祉常任委員会委員長（福田長弘）  それでは、条例審査結果を報告申し上げます。 

 令和６年２月２７日の本会議において当文教福祉常任委員会に付託されました議案第１７号 

那須烏山市立認定こども園設置及び管理条例の制定についての審査の経過とその結果について、

御報告申し上げます。 

 ３月６日に、第２委員会室において、委員５名全員出席のもと、こども課の説明を受け、慎

重に審査をいたしました。本条例案は、公立保育園等個別施設計画に基づき、つくし幼稚園と

にこにこ保育園を統合し、新たに認定こども園を設置するため、設置に関する条例を制定する

ものでございます。 

 委員会で審査し、採決を行った結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたし

ました。 

 以上をもって審査結果の報告を終わります。 

○議長（渋井由放）  以上で、各常任委員会委員長の報告が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 まず、議案第１６号及び議案第１７号に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１ 議案第１６号 那須烏山市情報通信技術を活用した行政の推進

等に関する条例の制定について、報告のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 
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 よって、議案第１６号については、総務企画常任委員会副委員長の報告のとおり可決されま

した。 

 次に、議案第１７号 那須烏山市立認定こども園設置及び管理条例の制定について、報告の

とおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１７号については、文教福祉常任委員会委員長の報告のとおり可決されまし

た。 

                                    

     ◎日程第２ 議案第１号～第８号 令和６年度那須烏山市一般会計・特別会計・水 

                     道事業会計・下水道事業会計予算について 

 

○議長（渋井由放）  日程第２ 議案第１号から第８号までの令和６年度那須烏山市一般会

計予算について、令和６年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算について、令和６年度那須

烏山市熊田診療所特別会計予算について、令和６年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算

について、令和６年度那須烏山市介護保険特別会計予算について、令和６年度那須烏山市境財

産区特別会計予算について、令和６年度那須烏山市水道事業会計予算について、令和６年度那

須烏山市下水道事業会計予算についての８議案についてを議題といたします。 

 この８議案については、去る３月５日の本会議において、所管の常任委員会に審査を付託し

ております。 

 各常任委員会の審査の経過と結果について、常任委員会委員長の報告を求めます。 

 初めに、議案第１号、議案第２号、議案第４号、議案第５号及び議案第６号の所管事項につ

いて、総務企画常任委員会副委員長の報告を求めます。 

 総務企画常任委員会副委員長堀江清一議員。 

〔総務企画常任委員会副委員長 堀江清一 登壇〕 

○総務企画常任委員会副委員長（堀江清一）  滝口委員長が欠席のため、これも代わって副

委員長であります堀江が審査結果を報告いたします。 

 令和６年２月２７日の本会議において提案され、３月５日に本委員会に付託された総合政策

課、まちづくり課、総務課、税務課、会計課、議会事務局、監査委員、選挙管理委員会及び固

定資産評価審査委員会の令和６年度那須烏山市の一般会計及び特別会計の歳入歳出予算につい

て、３月６日及び７日の２日間にわたって、第１委員会室において、総務企画常任委員会の委

員４名と、説明員として関係課長ほか関係職員の出席のもと、慎重な審査を行いました。 
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 その結果、一部反対意見はあったものの、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 なお、次のことについて要望し、意見を付することといたします。 

 まず、総合政策課。 

 今後見込まれる大規模事業に必要な財政負担を考慮すると、基金の運用益は、市民サービス

の貴重な財源の一つであるため、関係各課と連携し、安全かつ収益性の高い基金の運用を図ら

れたい。 

 ２つ目、デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進においては、市民のニーズに合

ったサービスの展開による、市民を誰一人取り残さない配慮が重要であるが、まずは本市が考

えるＤＸを市民に理解していただく必要があるため、きめ細やかな周知・啓発を図るとともに、

関係各課と連携した実装作業の着実な推進を図られたい。 

 次に、まちづくり課。 

 バスやデマンド交通等の利便性向上や、ＪＲ烏山線存続のため、抜本的な解決は極めて難題

であるが、各種事業の効果検証を行い、投資効果の高い施策の推進を図られたい。 

 ふるさと応援寄附金については、利用できるポータルサイトを増やして利便性を向上させる

など工夫を凝らし、本市への寄附の確保に努め、総合的に本市の魅力を全国に発信するように

図られたい。 

 個人向け太陽光発電施設等の導入を支援するエネルギー対策事業は、脱炭素化を推進すると

ともに、災害に強いまちづくりに寄与するため、事業の推進に期待する。また、削減した二酸

化炭素をカーボンオフセットに活用するなど、実効性のある脱炭素社会を実現できるよう、調

査研究を図られたい。 

 学生応援事業については、市外で生活する本市出身の学生の生活を支援するとともに、Ｕタ

ーンによる地元就職を促進する有用な事業である。物資等を送った後も、その学生にＳＮＳ等

で本市のＰＲを担ってもらい継続的な交流を促すなど、さらなる事業拡大を図られたい。 

 次に、総務課。 

 財産管理において、日々の努力により、公共施設が適正に維持管理されているが、利用が乏

しい場合は、普通財産のみならず、行政財産であったとしても、関係各課の適正な運用を促し、

低未利用土地等の有効活用を図られたい。 

 新採用職員の確保においては、就職情報サイトを活用した様々な情報発信を行い、市内外か

ら優秀な職員の獲得を図るとともに、本市ＰＲや移住定住の促進を図られたい。 

 最後に、税務課。 

 固定資産税における大口滞納については、日々の徴収事務の努力により、近年、解決に至っ
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た事案もあるが、今後も、公平性を保つため、関係機関と連携し、徹底かつ速やかな滞納処分

に努め、徴収率の向上に図られたい。 

 以上をもって、総務企画常任委員会の予算審査の結果報告といたします。 

○議長（渋井由放）  次に、議案第１号、議案第２号、議案第３号、議案第４号及び議案第

５号の所管事項について、文教福祉常任委員会委員長の報告を求めます。 

 文教福祉常任委員会委員長福田長弘議員。 

〔文教福祉常任委員会委員長 福田長弘 登壇〕 

○文教福祉常任委員会委員長（福田長弘）  それでは、文教福祉常任委員会の予算審査結果

を報告いたします。 

 令和６年２月２７日の本会議において提案され、３月５日に本委員会に付託された市民課、

健康福祉課、こども課、学校教育課及び生涯学習課の令和６年度那須烏山市の一般会計及び特

別会計の歳入歳出予算について、３月６日及び７日の２日間にわたり、第２委員会室において、

文教福祉常任委員会委員５名全員と、説明員として関係課長ほか関係職員出席のもと、慎重な

審査を行いました。 

 その結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 なお、次のことについて要望し、意見を付することといたします。 

 市民課。 

 市民の利便性の向上を目的に、書かない窓口のシステムのシステム機器が配備される。窓口

での手数料支払いにおいて、現金支払いに加え、キャッシュレス決済も導入されるとのことで

ございます。どこでも行政手続が可能となる、行かない窓口の導入に向け、さらなる窓口業務

の改善を図られたい。 

 熊田診療所においては、令和６年４月から診療日と診療時間の変更が予定されていることか

ら、地域住民へ十分な周知を徹底されたい。また、安定的な地域医療提供体制構築には欠かす

ことのできない医師の確保についても、引き続き努められたい。 

 健康福祉課。 

 来年度から新たに取り組む重層的支援体制整備事業は、個々のニーズに応じて、複数のレベ

ルサポートを行う事業であります。全ての人に公平な機会を提供するよう、努められたい。 

 帯状疱疹ワクチン接種費用の一部を助成する制度が創設されたことにより、接種希望者の経

済的負担の軽減及び発症・重症化の予防が期待される。市民への制度の周知を図られたい。 

 こども課。 

 令和６年９月に一部開園、令和７年４月の全面開園に向け、なすからこども園（認定こども

園）の整備が進められている。通園する園児と保護者に喜ばれる施設となるよう、引き続き事
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業の進捗を図られたい。 

 にこにこ保育園の跡地利活用については、地域住民の意向を聞き、有効的な利活用方法を検

討されたい。 

 こども館については、老朽化が著しい。利用ニーズを鑑みながら、施設の在り方について総

合的に検討されたい。 

 学校教育課。 

 中学生海外派遣事業については、事業実施計画を策定し、派遣受入先を早期に決定するとと

もに、市内中学生へ周知を図られたい。 

 少子化により、年々児童生徒が減少する中、さらに学校の小規模化が進むと思われる。子供

たちにとって良好な教育環境を整えるため、学校適正規模等検討委員会において議論を進め、

方針を示されたい。 

 不登校、外国人児童生徒への対応、特別な支援を必要とする子供の増など、小中学校が抱え

る課題は多く、現場から教職員数の不足が指摘されている。児童生徒の個に応じたきめ細やか

な指導を可能とする教職員数の充実・確保を図られたい。 

 生涯学習課。 

 公民館については、運営管理方法が統一されておらず、鍵の貸出し・返却の取扱いでも、利

用者が不便を来しております。利用者の意向を適切に反映した運営管理方法を検討されたい。 

 生涯学習施設個別施策計画策定を進め、使用していない体育施設の解体に、積極的に取り組

まれたい。 

 国史跡に指定された烏山城跡については、史跡保存活用計画を早期に策定し、整備方針を具

体化されたい。 

 以上をもちまして、文教福祉常任委員会の予算審査の結果報告といたします。 

○議長（渋井由放）  次に、議案第１号、議案第７号及び議案第８号の所管事項について、

経済建設常任委員会委員長の報告を求めます。 

 経済建設常任委員会委員長矢板清枝議員。 

〔経済建設常任委員会委員長 矢板清枝 登壇〕 

○経済建設常任委員会委員長（矢板清枝）  それでは、経済建設常任委員会の予算審査の結

果報告を申し上げます。 

 令和６年２月２７日の本会議において提案され、３月５日に本委員会に付託された農政課、

商工観光課、都市建設課、上下水道課及び農業委員会の令和６年度那須烏山市の一般会計、水

道会計及び下水道事業会計の歳入歳出予算について、３月６日及び７日の２日間にわたり、議

員控室において、経済建設常任委員会の委員５名全員と、説明員として関係各課ほか関係職員
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の出席のもと、慎重な審査を行いました。 

 その結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 なお、次のことについて要望し、意見を付することといたします。 

 農政課。 

 元気な森づくり推進事業について、事業へ参入しやすくなるよう周知を行い、新規団体の応

募を増やす努力をされたい。また、里山林整備の適切な指導を進めるとともに、獣害の抑制に

も努められたい。 

 八溝そば、中山かぼちゃなど、なすからブランドとして認証されている特産品を活用した体

験活動やイベントなどの事業拡大を図り、さらなる地域ブランド力の向上や、魅力発信に努め

られたい。 

 商工観光課。 

 中小企業や創業者の支援について、市は商工会を支援し、様々な補助金制度を周知して、商

工会と市内事業者との連携を強化することで、商工会と事業者による市の魅力発信、にぎわい

創出や雇用の創出など、地域経済の活性化につながるよう努められたい。 

 デジタル技術を活用した観光振興について、烏山城跡のデジタル復元による城下町魅力発信

事業をはじめとした動画やアプリなどの観光コンテンツの作成及び利用促進に積極的に取り組

み、観光客の誘致に努められたい。 

 国や県からの補助金を積極的に活用することによって、インバウンド対応観光案内板修繕工

事などが実施されることになっているが、今後も、有利な補助金制度をさらに活用し、より充

実した事業展開を推進されたい。 

 都市建設課。 

 まちづくり課定住推進グループ所管の事業を一部移管し、住宅グループが新設されることに

ついて、これまで、まちづくり課で行ってきた業務を滞りなく引き継ぎ、都市建設課の持つ住

宅に関する専門的な知識を組み合わせた新たな取組によって、さらなる行政サービスの充実や、

大きな効果が得られるよう努められたい。 

 清水川せせらぎ公園の改修設計に当たっては、子育て世代から高齢者まで、幅広い年代の市

民の方からの声を集め、それらのニーズを反映するための具体的な計画の設計に取り組まれた

い。 

 防災集団移転促進事業については、事業の対象となる市民に寄り添った丁寧な対応と、引き

続き着実な事業計画の推進に努められたい。 

 上下水道課。 

 水道施設や管路、機械設備等の老朽化により、更新時期のピークを迎えているところである
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が、長期的な計画をもって更新を進めるとともに、公衆衛生の向上や市民生活に欠かせない水

道水の安定供給に努められたい。 

 長期的な課題である有収率の改善に向けた打開策として、衛星技術を活用した漏水調査を実

施し、漏水箇所を特定するなどの有効な結果が得られるよう取り組まれるとともに、有収率の

向上に努められたい。 

 以上をもって、経済建設常任委員会予算審査の結果報告といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で、各常任委員会委員長の報告が終わりました。 

 これより、各常任委員会委員長に対する質疑に入ります。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 まず、議案第１号から議案第８号に対する反対討論の発言を許します。 

 １６番平塚英教議員。 

〔１６番 平塚英教 登壇〕 

○１６番（平塚英教）  １６番平塚英教でございます。本定例会に上程されております、議

案第１号から第８号までの８議案でありますが、私は、那須烏山市令和６年度の一般会計、特

別会計、水道事業会計、下水道事業会計予算のうち、第１号議案の一般会計予算、第２号議案

の国民健康保険特別会計予算、第４号議案、後期高齢者医療特別会計予算、さらに第５号議案、

介護保険特別会計予算の４議案に反対討論を行います。 

 まず、第１号議案の令和６年度那須烏山市一般会計予算につきましては、公正で民主的な住

民本位の市政を目指す立場から、市民のためによりよい改善を求めて、反対討論を行うもので

あります。 

 岸田内閣の３年目の２０２４年度政府予算は、一般会計総額で１１２兆５,７１７億円であ

り、その特徴は、第１に、戦後の安全保障の大転換を掲げ、専守防衛を投げ捨てた安保三文書

に基づいて、５年間で４３兆円もの大軍拡を進める２年目の予算であります。第２に、軍拡の

あおりを受けて、国民の暮らしの予算は削減され、４１年ぶりに大変な物価高騰に苦しむ国民

の暮らしや営業を守り経済を立て直すには、程遠い予算であります。第３に、異次元の少子化

対策などの目玉政策を挙げておりますが、軒並み看板倒れとなっており、グリーントランスフ
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ォーメーションの名で原発回帰を進めるなど、岸田首相の「新しい資本主義」の正体が明らか

になっております。 

 また、新しい資本主義のもう一つの柱であるデジタルトランスフォーメーション、その関連

予算は、官公庁や地方自治体のシステム整備や大企業向けの補助金でありますが、その一方で、

行政のデジタル化とマイナンバーカードの普及が進んでいるとして、紙の保険証廃止を本年秋

から押しつけ、強行しようとしておりますが、高齢者や障害者を持つ国民にとっては、マイナ

ンバーカードの取得が極めて困難である事実が判明しており、マイナ保険証によるオンライン

資格確認は、僅かの４％程度にとどまっているのが現状で、現行の保険証の廃止に固執する岸

田内閣に批判が高まっております。 

 このような中でのマイナ保険証の押しつけ強行には、反対をいたします。任意のはずのカー

ド取得の有無で差別をすることは、憲法の法の下の平等に反する大問題であります。デジタル

技術の普及そのものには反対いたしませんが、岸田内閣の進めるデジタル化は、巨額の税金を

投入し、行政サービスの後退、財界への利益導入、官民癒着の拡大を招くおそれの一方で、国

民には、個人情報の漏えいの危機、負担増、給付削減の押しつけがされるおそれがあります。

地方自治体や国民を国の監視下・管理下に置こうとするやり方、押しつけには、反対でありま

す。 

 今こそ、国民の生活を守るルールを確立する政治が求められております。増税するなら、空

前の利益を上げている大企業や富裕層に応分の負担を求めるべきであり、国民生活破壊の政治

から、国民の暮らしを守る経済に転換するために、１０％の消費税は当面５％に減税すべきで

あります。 

 内需拡大で、正規雇用が当たり前のルールを確立し、賃金を上げ、社会保障の充実と日本の

農業・地域経済を守り、国民の暮らしと営業を守る、雇用を守る、こういう声を上げるべきで

あります。私は、このような政策実現のために、その先頭に立って頑張るものであります。 

 令和６年度の那須烏山市の予算編成は、このような国の予算や地方財政計画と同一基調の下

で進められております。那須烏山市の令和６年度の当初予算、一般会計は１２２億

７,０００万円で、対前年比２.３％増の予算となっております。 

 令和６年度には、第３次総合計画の２年度目として、地域経済が低迷している中で、雇用の

不安の深刻さが続いており、市の限られた財源の中で公正・適切な行財政執行に当たり、市民

から信頼される有効な投資効果が得られる、無駄のない行政を進めるよう、求めるものであり

ます。 

 本市の令和６年度の一般会計予算の自主財源率は、構成比で３４％。県内の市の中で、極め

て低い状況にあります。一方で、依存財源は６６％。このような状況の下で、本市の大口滞納
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をはじめ、税の収納対策につきましては、さらなる努力を期待いたします。 

 歳出の面につきましては、これまでに実施されてまいりました１８歳までの子供の医療費の

無料化、小中学生の給食費の一律２,０００円補助、通学生の定期代・バス代の助成や、新規

事業として、帯状疱疹やおたふく風邪の予防接種の助成、乳児１か月健診、先天性股関節脱臼

検査の助成など、評価できる内容がありますが、志鳥地区の住民が再検討を求めた請願書が南

那須地区広域行政事務組合議会で採択されている中で、同地区に保健衛生センターの建設、こ

れはＳＤＧｓの時代に、これまでのように何でも混ぜて燃やす、埋めると、こういう方式から

脱却して、ごみ処理を分別、減量化、再資源化に改めるべきであります。 

 ＪＲ烏山線の存続のための本格的運動として、ＪＲ烏山線の市民参加の利用向上対策に、全

庁を挙げて取り組んでいただきたいと思います。 

 防災集団移転促進事業につきましては、安心して移転ができる条件を行政が住民に示し、住

民に寄り添って事業推進を図っていただきたいと思います。 

 新過疎法により、本市が過疎地域に指定となり、今こそ中小企業振興基本条例に沿った本格

的な市内の中小企業支援対策、小規模事業経営支援対策を進めていただきたいと思います。 

 定住促進を図るためには、空き家の改修補助だけでは進みません。市内に定住を促進するた

めには、何といっても若い方がこの地域で働ける環境を整えて、雇用の場の拡大に努めていた

だきたいと思います。企業誘致と地場産業の振興を、市長を先頭に全庁を挙げて取り組んでい

ただきたいと思います。 

 公共施設の統廃合につきましては、行政の一方的な方針で強行することは許されません。市

民が必要とする施設までなくして、将来に禍根を残すことのないように、市民に十分な説明責

任を果たし、市民が安心して、納得できるやり方で進めていただきたいと思います。 

 本市新庁舎の本庁方式の移行を見据えた庁舎整備基本構想につきましては、結論を市民に押

しつけるようなやり方ではなく、あくまでも市民が主役として、全世帯アンケートを取るなど、

市民の意見を聴く、このような立場で進めていただきたいと思います。 

 本市は、県内でも自主財源が乏しく、令和３年度から、市の財政は合併算定替えから一本算

定となり、人口減少等による地方交付税が減少している中、南那須地区広域行政事務組合の事

業や、防災集団移転促進事業及び少子化対策による民生費の増大など、今後の市政を取り巻く

課題や長期的な財政見通しが大変でございます。総合的に分析し、市民の理解が得られる検討

と対策を進めていただきたいと思います。 

 市民が安心して暮らせる医療・介護・福祉充実のために、さらなる努力を期待するものであ

ります。 

 一般会計の基金残高は、令和５年度末で１０９億３,６９８万３,０００円、地方債残高は、
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一般会計で８７億９,７７７万９,０００円であり、特別会計、企業会計と合わせますと、

１２２億８,０５９万４,０００円となっております。将来の市政運営の妨げにならないよう、

さらなる財政再建に向けて御努力を期待するものであります。 

 行政改革につきましても、市民の行政サービスを減らすことなく、絶えず市職員の意識改革

を進め、市民の理解と協力が得られる行財政改革を進めていただきたいと思います。 

 市の補助金、交付金につきましても、各種団体の活動の実態を見極め、引き続き見直しなど

を図りながら、改善を求めるものであります。 

 人事評価につきましては、任命権者の言いなりになるような職員人事管理ではなく、市民全

体の奉仕者として、市民のために気持ちよく働き、公務員のかがみとなるような職員づくりに

努めていただきたいと思います。 

 市執行部、議会、職員は、市民の負託に応え、那須烏山市合併１９年目の予算執行に当たり、

行財政運営につきましては、住民こそ主人公の立場で、意識改革を絶えず行いながら、市民に

信頼される市政となるよう、一層の努力を期待するものであります。 

 続きまして、議案第２号 令和６年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算につきましては、

憲法と社会保障の一環として、市民本位の福祉事業に転換する立場から、反対討論を行います。 

 国保財政運営の責任主体が、市町村から都道府県に移行し、国民健康保険の都道府県化が進

められて７年目となっております。問題なのは、国が市町村自らの医療削減に取り組むインセ

ンティブ改革を強調しており、各市町の給付費削減の努力を評価して予算配分するという保険

者努力支援制度を、本格的に進めております。国保の都道府県化と一体となって、医療費削減

を進めるものであり、問題であります。 

 令和４年度から、未就学児に対する被保険者均等割を２分の１に軽減いたしました。その一

方で、後期高齢者支援金、介護保険給付分の引上げが併せて実施されたところであります。そ

もそもこの均等割額、未就学児に対する均等割２分の１は、令和５年度でも１１１名であり、

未就学児だけでなく、収入のないお子さんから税金を取り立てるのは苛酷です。１８歳までの

均等割額を軽減するように、強く求めるものであります。 

 国保事業は、皆保険として出発し、低所得者、高齢者など、多く抱える命と健康に直結する

福祉事業であり、医療給付に対する国庫負担の削減など、度重なる制度改悪によって、その運

営が厳しい状況に追い込まれております。 

 本市の国保事業は、令和５年６月１日現在で、高くて払えない滞納者が２６３世帯に上り、

保険証が交付されない資格証明書の発行件数は２２世帯、短期保険証の発行は４１世帯となっ

ております。資格証明書、短期保険証の発行につきましては、滞納者に機械的に押しつけるの

ではなく、命に関わる保険証の交付でありますので、悪質でない限り、保険証の交付を取りや
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めないように求めるものであります。全国の多くの自治体で、保険証が被保険者に全て交付さ

れているという自治体のあることを踏まえて、本市においても、保険証の交付を求めるもので

あります。 

 この国民健康保険につきましては、国保事業に対する国の責任を明確にさせ、財政運営の都

道府県化移行に伴う国の財政補填を、今後とも強く求めていただきたい。 

 また、国保事業は、命に関わる社会保障・福祉事業でありますから、一般会計から繰入れを

行って、納税者の負担軽減に努めていただきたい。 

 さらに、予防医療の徹底、早期発見・早期治療で、医療費の高騰を防ぐ努力をお願いいたし

ます。国保事業を守る立場から、国の制度改悪に反対を訴えていただきたいと思います。 

 続いて、議案第４号 令和６年度那須烏山市後期高齢者医療保険特別会計予算につきまして

は、老人医療の診療抑制を目的とした制度であり、速やかに国保事業に一本化すべきでありま

す。 

 高齢者世帯は、医療制度の改悪、介護保険の値上げ、年金給付のカットなど、毎年負担と改

悪が進められてまいりましたが、県後期高齢者医療広域連合は、２０２４年、２５年度に、

１０年ぶりに後期高齢者医療保険料の値上げを進めようとしております。 

 高齢者いじめの医療改悪が進められている下で、本市高齢者の重病傾向と医療給付の増大が

深刻化しております。７５歳の後期高齢者の窓口負担が２割になり、そして一定所得以上には

３割ということが実施されておりますが、物価高騰に全く無策な政治の下で、このような高齢

者の負担増には反対をいたします。 

 高齢者の命と健康を守る立場から、第１に、国に対して社会保障の切り捨て、老人いじめの

医療をやめるように求めていただきたい。 

 さらに、老人保健の第１の目的である医療福祉ネットワーク化を図り、介護保険基盤の整備、

市独自の高齢者福祉の充実、介護保険の訪問介護、リハビリ活動の強化、市民参加による福祉

ボランティアの育成、お年寄りの健康と被害を守る、暮らしやすい市政づくりに努めていただ

きたいと思います。 

 最後に、議案第５号 令和６年度那須烏山市介護保険特別会計予算につきましては、介護を

必要とする高齢者の健康と福祉、生きがいが保障される介護保険制度に改善を求める立場から、

反対討論を行います。 

 介護保険の改悪は、平成２８年度から要支援１は介護給付から外され、特別養護老人ホーム

の入所要件は、要介護度３以上となりました。一定の所得以上の利用者は、負担量が２割とな

りました。また、国は、平成３０年度から介護報酬改定を行い、これによって、医療、介護、

病院施設から自宅への流れが一層強まり、介護費用の抑制を図っているところであります。介
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護保険を利用しない状況をつくる自立支援強化をする仕組みであります。このような国の介護

保険制度の度重なる改悪に反対し、全ての高齢者が安心して必要な介護サービスが受けられる

よう、国・県に対して強く必要な措置を求めていただきたいと思います。 

 物価高騰の折、お年寄りの生活は大変な状況にあります。本市においても、一般会計から繰

入れを行って、介護保険料や利用料を減免する対策を進めていただきたいと思います。 

 制度改悪によって、介護保険で認定されたお年寄りが必要な介護サービスが受けられないこ

とのないように、行政責任を明確にして、介護基盤の充実強化に努めていただきたいと思いま

す。 

 さらに、医療・介護総合確保推進法により、要支援の訪問介護や通所介護が保険給付から外

され、市町村が主体となる介護予防・日常生活支援事業となっておりますが、介護認定から外

された高齢者が、介護予防・日常生活支援事業の中で、地域包括支援センターを中心とした必

要な措置が取られるように、認知症予防対策など、市民に分かりやすい対策を進めていただき

たいと思います。介護保険あっても介護なしと言われないように、介護保険制度の抜本的な、

実態に即した改善を求めるものであります。 

 以上、述べてまいりましたが、那須烏山市の令和６年度の予算執行に当たりましては、新型

コロナウイルス感染症は下火となってはおりますが、季節性インフルエンザを含め、感染症対

策には、市民生活を守る立場で、今後とも万全を期して取組を行っていただきたいと思います。 

 限られた財源の中で、市民の皆さんの要求・要望の下、市民の負託に応え、市民の暮らしと

福祉を守る事務事業を推進されますよう、市長をはじめ庁内一丸となって、市民参画と協働の

まちづくりを推進することを求めまして、反対討論のまとめといたします。 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

 ５番興野一美議員。 

〔５番 興野一美 登壇〕 

○５番（興野一美）  議席番号５番、興野一美と申します。私は、議案第１号 令和６年度

那須烏山市一般会計予算から、議案第８号 令和６年度那須烏山市下水道事業会計予算までの

８議案全てを可決すべきとの立場から、賛成討論を行います。 

 令和６年度の一般会計歳入歳出予算総額は、前年より２億７,０００万円、２.３％増の

１２２億７,０００万円であり、これは子育て世代からの要望が多い清水川せせらぎ公園の再

整備に向けた検討・設計のための公園整備事業、旧境小学校の解体工事を行う防災集団移転促

進事業をはじめ、個人向け太陽光発電設備等の導入費用助成であるエネルギー対策事業、帯状

疱疹予防接種事業、空き家の除去に対する助成費用等々を計上するなど、積極的な予算編成と

なっています。 
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 特別会計の歳入歳出予算においては、５特別会計の合算額を６５億５,２１９万２,０００円

とし、０.９％の減となります。これは、介護保険特別会計の保険給付費及び地域支援事業費

の減額等が主な要因となっています。 

 さらには、企業会計の歳入歳出予算総額は、前年度よりも１億９,４７１万２,０００円、

１２％増額し、当初予算規模は１８億２,０２０万７,０００円です。 

 主な事業費として、岩子地内及びこぶし台団地の配水管更新工事を予定し、今後の有収率の

向上と漏水の改善並びに水洗化率の向上及び施設の長寿命化に向けた施設管理等に努めるよう、

お願いします。 

 市全体の予算総額では、前年度予算に対して２％増の２０６億４,２３９万９,０００円であ

り、予算全般で見ると、規模は増加していますが、特定財源をうまく活用した予算編成となり、

川俣市政の厳しい財政状況の立て直しに向けた、選択と集中の考え方に基づいた予算編成と思

われます。 

 本市では、経常収支比率や自主財源比率の数値が必ずしもよい状況ではなく、自主財源比率

が低迷していることは懸念材料ですが、令和４年度決算では、将来負担比率はゼロであり、ま

た、今後の公共施設等の再編等に向け、地方債残高の減少や基金の活用など、厳しい財政状況

の立て直しの成果が出ていると思います。 

 本市を取り巻く社会情勢は、人口減少、少子・高齢化が著しく進行するとともに、令和元年

東日本台風に起因する防災集団移転や庁舎整備問題等、数多くの課題が山積していますが、こ

のような中で、市民が期待する新しいまちづくりの基礎を築き上げてもらいたいと思います。 

 さて、これらの令和６年度当初予算８議案については、所管の常任委員会に付託され、各担

当課から詳細な聞き取りの上、慎重に審査してきたと思います。その結果は、ただいま各常任

委員長から報告のとおり、議案第１号から議案第８号まで８会計を全て可決すべきものと報告

されました。 

 本定例会において、令和５年３月に決議した第３次総合計画の目指すべき将来像の実現のた

め、市政運営に当たり、本日、各常任委員会から報告された予算審査結果をはじめ、市民との

意見交換会である、なすからタウンミーティング等の意見・提言を踏まえ、市民本位のまちづ

くりを推進されるよう期待し、私の賛成討論といたします。 

○議長（渋井由放）  ほかに討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 ここで、暫時休憩いたします。再開を１１時０５分といたします。 

休憩 午前１０時５６分 
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再開 午前１１時０５分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 採決いたします。日程第２ 議案第１号 令和６年度那須烏山市一般会計予算について、原

案のとおり可決することに賛成議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（渋井由放）  起立多数と認めます。 

 よって、議案第１号については、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第２号 令和６年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算について、原案のとお

り可決することに賛成議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（渋井由放）  起立多数と認めます。 

 よって、議案第２号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第３号 令和６年度那須烏山市熊田診療所特別会計予算について、原案のとおり

可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第４号 令和６年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算について、原案のと

おり可決することに賛成議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（渋井由放）  起立多数と認めます。 

 よって、議案第４号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第５号 令和６年度那須烏山市介護保険特別会計予算について、原案のとおり可

決することに賛成議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（渋井由放）  起立多数と認めます。 

 よって、議案第５号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第６号 令和６年度那須烏山市境財産区特別会計予算について、原案のとおり可

決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 
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 よって、議案第６号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第７号 令和６年度那須烏山市水道事業会計予算について、原案のとおり可決す

ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第７号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第８号 令和６年度那須烏山市下水道事業会計予算について、原案のとおり可決

することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第８号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

                                    

     ◎日程第３ 請願書等審査結果の報告について 

 

○議長（渋井由放）  日程第３ 請願書等審査結果の報告についてを議題といたします。 

 本件につきましては、去る２月２７日の本会議において、総務企画常任委員会に審査を付託

しております。審査の結果と経過について、総務企画常任委員会副委員長の報告を求めます。 

 総務企画常任委員会副委員長堀江清一議員。 

〔総務企画常任委員会副委員長 堀江清一 登壇〕 

○総務企画常任委員会副委員長（堀江清一）  請願書等の審査の報告をいたします。滝口委

員長が欠席のため、これも代わって副委員長であります私、堀江が審査結果を報告いたします。 

 ２月２７日の本会議において当総務企画常任委員会に付託された陳情書第１号 政党機関紙

の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情の審査の経過とその結果について、御報告申し上げ

ます。 

 ３月６日に、委員４名出席のもと、第１委員会室において、陳情者から陳情の趣旨説明を受

け、翌７日に慎重に審査を行った結果、執行部が自ら判断して実施可能な事案であるため、議

会で採択するまでの状況にないとの意見が多数であり、採決の結果、全会一致で不採択とすべ

きものといたしました。 

 以上で、審査結果の報告を終わります。 

○議長（渋井由放）  以上で、総務企画常任委員会副委員長の報告が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第３ 請願書等審査結果の報告について、総務企画常任委員会副委員

長から審査報告のあった陳情書第１号 政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情

について、報告のとおり不採択とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、陳情書第１号については、総務企画常

任委員会副委員長の報告のとおり不採択とすることに決定いたしました。 

                                    

     ◎日程第４ 常任委員会所管事務調査結果の報告について 

 

○議長（渋井由放）  日程第４ 常任委員会所管事務調査結果の報告についてを議題といた

します。 

 各常任委員会の所管事務調査結果について、常任委員会委員長の報告を求めます。 

 まず、総務企画常任委員会堀江清一副委員長の報告を求めます。 

 総務企画常任委員会副委員長堀江清一議員。 

〔総務企画常任委員会副委員長 堀江清一 登壇〕 

○総務企画常任委員会副委員長（堀江清一）  所管事務調査結果を報告いたします。これも

滝口委員長が欠席のため、代わって私、堀江が調査結果報告をいたします。 

 令和４年第３回定例会において本委員会が申出を行った閉会中の継続調査の結果について、

御報告申し上げます。 
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 本委員会では、２年間にわたり、まちづくりに関する事項、防災に関する事項、税の収納対

策に関する事項、その他所管に属する事項について、調査を実施しました。 

 その内容については、次のとおりであります。 

 （１）ごみの再資源化に係る視察。 

 令和４年１０月２１日、高根沢町及び益子町を訪問しました。高根沢町では、プラマークの

ついた容器包装プラスチックの分別収集を月２回、再商品化を図るなどの取組を行っていまし

た。また、益子町では、生分解性プラスチックの袋で生ごみの分別収集を週２回行い、委託業

者に持ち込み、堆肥化し、町民に無料で配布されていました。 

 （２）伊豆の国市衛生センター、きよら江間の視察。 

 令和４年１１月１日に、静岡県伊豆の国市を訪問し、し尿や浄化槽汚泥を下水道放流方式で

処理する新しいし尿処理施設について、視察をしてきました。 

 本市管内においても、同様の処理方法により施設の有効活用が図られるよう、調査研究され

ることを希望します。 

 （３）総合防災訓練の視察。 

 令和４年１１月２日、神奈川県平塚市を訪問し、大規模地震被害を想定した総合防災訓練に

ついて視察してまいりました。市民への防災知識の普及を図る目的で、学校や消防、警察のほ

か、市民団体や地元企業など計５６団体、約３,０００人が参加した市民協働による総合防災

訓練が行われていました。結果的に、連携体制を構築する大切さや、日頃から危機感を持ち、

防災意識を高めていくことの重要さを再認識しました。 

 （４）株式会社ウィズウエイストジャパンの視察について。 

 令和４年１２月１４日に、まちづくり課職員の同席のもと、下野市の株式会社ウィズウエイ

ストジャパンを訪問しました。同施設では、ペットボトルやプラスチック容器包装のリサイク

ルが行われており、県内外から十数市町のごみが持ち込まれていました。 

 海洋プラスチック問題や資源循環のニーズを踏まえ、リサイクルの重要性を再認識し、今後

の行政に生かす必要があると感じました。 

 （５）消防団との意見交換会の開催。 

 令和５年５月３０日、那須烏山市消防団役員と、消防団活動について意見交換会を行いまし

た。 

 消防団では、団員確保と団員数の適正化等の多くの課題を抱えているが、消防設備の充実に

よって、迅速かつ安全な消防活動を行えるという意見が印象的でございました。 

 （６）ＪＲ只見線の視察について。 

 令和５年１０月３１日、福島県会津若松市の福島県只見線管理事務所を訪問し、ＪＲ只見線
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の復旧と、これからの運営体制について視察しました。 

 同路線は、平成２３年の新潟・福島豪雨により被災し、鉄道の運行と鉄道施設の維持管理を

別の組織が担う上下分離方式により、令和４年に運転が再開されました。 

 現在、会津川口駅から只見駅までは、福島県が沿線市町村と協力をして、線路の維持管理を

担っています。 

 （７）ＳＤＧｓ未来都市計画の視察について。 

 令和５年１１月１日、山形県米沢市を訪問し、ＳＤＧｓ未来都市の取組について視察しまし

た。 

 同市は、江戸時代の名君と知られる米沢藩第９代藩主、上杉鷹山の精神を受け継ぎ、人口減

少や少子高齢化が進んでも、市民の誰もが暮らしやすい、持続可能な社会を実現させるため、

市民や企業と連携し、産業振興、健康長寿の推進、ゼロカーボンシティーの実現及び人材育成

を通して、ＳＤＧｓの推進に取り組んでいます。 

 行政のみならず、市民や民間企業、学校等と連携し、様々なプロジェクトが同時に推進され

ており、今後の事業推進の手法として参考となりました。 

 以上をもって、調査結果の報告といたします。 

○議長（渋井由放）  次に、文教福祉常任委員会福田長弘委員長の報告を求めます。 

 文教福祉常任委員会委員長福田長弘議員。 

〔文教福祉常任委員会委員長 福田長弘 登壇〕 

○文教福祉常任委員会委員長（福田長弘）  それでは、文教福祉常任委員会の所管事務調査

の結果を報告いたします。 

 令和４年第３回６月定例会において本委員会が申出を行った閉会中の継続審査の結果につい

て、御報告をいたします。 

 本委員会では、２年間にわたり、子供の教育に関する事項、福祉・医療に関する事項、歴

史・文化・スポーツに関する事項、その他所管に属する事項について調査を実施しました。 

 その内容については、次のとおりです。 

 （１）認定こども園の視察。 

 令和４年１０月１２日及び１４日、市の認定こども園整備の参考にするため、那須烏山市、

さくら市及び高根沢町の幼稚園、保育園等の保育施設計４か所の視察を行いました。 

 なすからこども園（認定こども園）は現在、整備中であり、令和６年９月に一部開園、令和

７年４月に全面開園予定とのことです。子育て支援の拠点として、通園する園児と保護者に喜

ばれる施設になるように期待をいたします。 

 （２）須賀川市立義務教育学校稲田学園の視察。 
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 令和４年１１月７日、福島県須賀川市の標記学校を視察しました。小学校・中学校という枠

組みでなく、小中一貫教育により、９年間を見通したカリキュラムが組まれ、質の高い教育が

行われていました。 

 本市のこれからの学校の在り方を検討していく上で、大変参考になりました。 

 （３）文教福祉複合施設モトガッコ視察。 

 令和４年１１月８日、福島県石川町にある標記施設は、３階建ての小学校の廃校を２階へ減

築リノベーションし、図書館、公民館、室内遊び場、児童クラブ等の機能を持たせた複合施設

であり、再整備され公園化した校庭では、子供が遊ぶ声が響いていました。 

 多くの町民が運営段階から参画し、住民主導のまちなか再生の拠点となっていました。 

 （４）市内小学校の視察。 

 令和５年５月２６日、江川小学校にて、ＧＩＧＡスクール構想にて各小中学校に一斉配備さ

れたタブレット端末の活用状況、ＩＣＴを利用した授業の取組を視察しました。 

 実際の授業を教室で見学し、活発な授業風景と、児童のＩＣＴ機器への適応力に驚いたとこ

ろです。教職員からは、教師がＩＣＴ機器の操作を覚えるスピードよりも、子供たちが操作を

覚えるスピードのほうがはるかに速いとの話がありました。 

 子供たちは、適切な学習環境を提供すれば、興味・関心を示し、驚くべき速さで順応し、成

長していきます。今後も、限られた財源の中で、最大の効果を生むようなＩＣＴ教育環境の整

備を望むものです。 

 （５）教育委員会の傍聴及び教育委員との意見交換会の開催。 

 こちらは、江川小学校を訪れた同日、文教福祉常任委員会として初めての取組であります教

育委員会の傍聴及び教育委員との意見交換会を開催いたしました。 

 意見交換では、現状の様々な教育課題について話題が挙がり、新型コロナウイルス感染症へ

の対応や部活動の地域移行の考え方など、教育委員会及び各学校の取組を知ることができまし

た。 

 今後も、本市の児童生徒にとってよりよい教育環境の構築に向け、定期的に意見交換会を実

施していきたいと考えております。 

 （６）ならはスカイアリーナ視察。 

 令和５年１０月１０日、福島県楢葉町が令和元年に整備したスカイアリーナを視察いたしま

した。体育館、温水プール、フィットネスジム、ランニングコースを備えた先進的な体育施設

でございます。地域のバスケットボールチームとも連携し、スポーツを通じた地域振興体制を

確立していました。 

 （７）高等学校への給食提供事業。 
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 令和５年１０月１１日、茨城県大子町の給食センターを訪問し、地元高校への給食提供事業

について、職員から話を伺いました。 

 当市にも取り入れることができれば、烏山高校の魅力アップにもつながるため、次期委員会

でも、引き続き調査研究されることを希望します。 

 （８）市内ジオパークの視察。 

 令和５年１２月１５日、生涯学習課の事務員をガイドに招き、市内ジオパークの現地視察を

行いました。 

 大和久古墳群、小志鳥横穴墓群、各所の採石跡など数か所を視察し、ガイドから貴重な地質

や特徴的な地形の説明を受け、大昔から現在まで歴史はつながっていることを実感し、大変興

味深く感じました。 

 ジオパークの認定には、何よりも那須烏山をジオパークにという地域住民の盛り上がりが非

常に大切なことです。ジオパークの取組は、地域振興だけでなく、その他市内の観光地・地域

資源の連携による相乗効果も見込めます。市民への周知を継続するとともに、全庁的な取組の

推進を図っていただきたいと考えます。 

 以上をもちまして、調査結果の報告といたします。 

○議長（渋井由放）  次に、経済建設常任委員会矢板清枝委員長の報告を求めます。 

 経済建設常任委員会委員長矢板清枝議員。 

〔経済建設常任委員会委員長 矢板清枝 登壇〕 

○経済建設常任委員会委員長（矢板清枝）  それでは、経済建設常任委員会の所管事務調査

結果報告をいたします。 

 令和４年第３回６月定例会において本委員会が申出を行った閉会中の継続調査の結果につい

て、御報告いたします。 

 本委員会では、２年間にわたり、産業振興対策に関する事項、都市建設に関する事項、上下

水道及び環境に関する事項、そのほか所管に関する事項について、調査を実施いたしました。 

 その内容については、次のとおりです。 

 （１）防災集団移転促進事業の視察。 

 令和４年１１月１６日、茨城県大洗町を訪問し、令和元年東日本台風により被災した箇所に

おいて進めている防災集団移転促進事業の現状について、視察研修を実施しました。 

 移転先候補地が確立していること、県職員が町に出向することで、県と町の連携がスムーズ

に行われていること、町の財政負担を少しでも軽減できるよう、工夫を凝らした対策などにつ

いて伺いました。 

 （２）地域ブランド認証事業及びビジネスチャンス支援事業の視察。 
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 翌１７日、宮城県登米市において、地域ブランド認証事業とビジネスチャンス支援事業につ

いて視察研修を実施しました。 

 地域ブランド認証事業では、首都圏・近隣都市圏等のホテルや飲食店に職員が訪問し、販路

の拡大や事業者の育成サポートを行っていることを伺いました。 

 ビジネスチャンス支援事業では、産業支援、創業支援、空き店舗活用支援の３本柱で、ビジ

ネスのスタート、ステップアップを支援しており、支援事業を受け、実際に起業した店舗を訪

問しました。 

 起業した事業者が地元に愛される飲食店として活躍している姿に、感銘を受けました。 

 （３）雑草問題解決プロジェクトへの参加。 

 令和５年６月１５日及び８月２日、一般社団法人里山大木須を愛する会を推進主体とし、企

業版ふるさと納税を活用した産官学による里地・里山再生プロジェクトの一環である雑草問題

解決プロジェクトの現地ワークショップに参加しました。 

 大木須地区の耕作放棄地を見学し、また、それらの放棄地の解消を目指した取組について、

説明を受けました。 

 （４）リノベーションまちづくりの視察。 

 令和５年１１月１４日、静岡県熱海市において、２０１７年から２０３０年にかけて取り組

んでいる熱海リノベーションまちづくりについて、視察研修を行いました。 

 シャッター街となっていた商店街のリノベーションを行った熱海銀座通り商店街を訪問し、

空き店舗を活用した新しい店舗が軒を連ねている様子を見学しました。 

 補助金頼りではない、民間会社、著名人等の人材による取組、また職員の提案も生かしたま

ちづくりの体制や、広域的な公共施設の在り方についても伺いました。 

 （５）マイクロ水力発電の視察。 

 翌１５日、熱海市内の浄水場に設置されているマイクロ水力発電の設備を視察しました。 

 発電設備は、浄水場の敷地内に収まる規模で、コンパクトなものでありました。業者主導に

よる取組で、導入費用や設置後の維持管理等において、市の負担が少ない事業であることを伺

いました。 

 収益は僅かではあるが、再エネ化に貢献する事業であると感じ、今後は、マイクロ水力発電

を導入したほかの自治体にも話を伺うなど、さらなる調査研究を進めることを望むものであり

ます。 

 以上をもって、調査結果の報告といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で、常任委員会所管事務調査結果の報告が終わりました。 

 お諮りいたします。これより日程を追加し、議事を進めたいと思いますが、御異議ございま
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せんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これより日程を追加し、議事を進めることに決定いたしました。 

 日程等を配付いたします。少々お待ちください。 

 事務局長に朗読させます。 

○事務局長（菊地唯一）  追加議事日程（第１号）、令和６年第１回那須烏山市議会３月定

例会（第６日）、追加日程第１ 追加議案第３号 那須烏山市教育長の任命同意について（市

長提出）、追加日程第２ 追加議案第１号 那須烏山市長及び副市長の給料の減額に関する条

例の制定について（市長提出）、追加日程第３ 追加議案第２号 那須烏山市税条例の一部改

正について（市長提出）、以上でございます。 

                                    

     ◎追加日程第１ 追加議案第３号 那須烏山市教育長の任命同意について 

 

○議長（渋井由放）  追加日程第１ 追加議案第３号 那須烏山市教育長の任命同意につい

てを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  追加議案第３号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、現在の田代教育長の任期が令和６年３月３１日をもって満了になることに伴い、新

たな教育長の任命について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に

基づき、議会の同意を求めるものであります。 

 今回、御勇退されます田代和義氏は、平成２７年４月１日の就任以来、今日に至るまで、

９年の長きにわたり教育長を務められ、卓越した識見と指導力をもって本市の教育行政の振

興・発展に多大なる貢献をされました。これまでの田代氏の御活躍に対しまして、深く敬意と

感謝を申し上げる次第でございます。 

 さて、田代氏の後任としまして、今回、内藤雅伸氏を教育長に任命したいと考えております。 

 内藤氏は、平成２７年度、平成２８年度の２か年にわたり、本市の教育委員会事務局内の学

校教育課主幹として、小中学校の運営指導に御尽力をいただきましたほか、平成２９年度から

令和２年度までの４年間、烏山中学校の校長を務められ、教育委員会事務局と教育現場の両方

を熟知する方でございます。 
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 その人格は高潔であって、教育行政のみならず、市政全般にわたって深い識見を有する内藤

氏は、那須烏山市教育長として適任者であり、教育長の要職を務めていただきたく、議会の同

意をお願いするものであります。 

 なお、同意いただいた後は、令和６年４月１日付で任命したいと考えております。 

 何とぞ慎重に御審議の上、御同意くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

 ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  この人事に反対するものではございませんが、この教育長人事に関す

る進め方に、一言申し添えたいと思います。 

 本来であれば、追加議案でなくて、３月の定例会の議案に当初から載せる人事案件だと思い

ます。それがこの最終日にこういう追加議案として出されることに対して、非常に私は不信感

を持っております。もう少し、人事案件に関しては、教育長という重要な人事案件でございま

すから、かなり準備をしっかりと取って進めるべきだと思っております。最終日に追加議案で

出すような代物ではないと思いますので、市長以下、執行部におかれましては、こういう重要

な議案に関しては、議会軽視と思われないようにするために、しっかりと人事に対して取り組

んでいただきたいなと、意見を申したいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  大変申し訳ありませんでした。私の対応が悪くて、皆さんに御迷惑を

おかけしました。そして田代教育長にも不信感を抱かせてしまったり、後任の内藤さんの人事

も、遅くなってしまいました。本当に皆さんに御迷惑をかけ、御心配をおかけしたと思ってい

ます。 

 今後、こういうことがないように、丁寧に進めていきたいと思います。今後のことを進める

中で、皆さんから新たに御意見等を伺うことがあると思いますので、そのときには、また改め

て御意見をいただきながら進めていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

 ２番福田長弘議員。 

〔２番 福田長弘 登壇〕 

○２番（福田長弘）  ただいま上程されました追加議案第３号 那須烏山市教育長の任命同

意について、議席番号２番の福田でございます。私は、賛成の立場から討論を行います。 

 新たに任命される内藤雅伸氏は、本市の御出身で、烏山高等学校を卒業後、明治大学に進学、

卒業され、中学校の教諭として３７年間勤務されました。 

 内藤氏は、その間、荒川中学校に９年、烏山中学校に９年勤務された後、本市の教育委員会

教育主事として２年、平成２９年度から令和２年度までの４年間、烏山中学校の校長として、

本市の教育行政を２４年間にわたって牽引されました。 

 また、内藤氏は、南那須学校体育連盟委員長や、塩谷南那須地区中学校校長会会長、那須烏

山市子ども・子育て会議委員長も歴任しており、このような観点から、内藤氏のこれまでの教

育行政実績はもちろんのこと、今後の本市が目指す教育目標を推進するために重要な人材であ

り、教育長として適任であると考えるものであります。 

 議員各位におかれましても、私の述べた賛成の趣旨に、全会一致で御同意いただけるよう願

うところでございます。 

 以上、私の賛成討論といたします。 

○議長（渋井由放）  ほかに討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。追加日程第１ 追加議案第３号 那須烏山市教育長の任命同意について、

原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、追加議案第３号は、原案のとおり同意

することに決定いたしました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午前１１時４４分 
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再開 午前１１時４９分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

                                    

     追加日程第２ 追加議案第１号 那須烏山市長及び副市長の給料の減額に関する条 

                    例の制定について 

 

○議長（渋井由放）  追加日程第２ 追加議案第１号 那須烏山市長及び副市長の給料の減

額に関する条例の制定についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  追加議案第１号について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、市長及び副市長の給料の支給額を、令和６年４月から１か月間、減ずることとする

ため、給与の減額に関する条例を定めるものであります。 

 議員の皆様には、既に御説明させていただきましたが、元職員が利害関係者から金品を授受

したことから、過日、懲戒処分を行ったところであります。 

 二度と同じような不祥事を起こさないために、副市長からの依命通達として、職員の綱紀粛

正及び服務規則の確保について発出するとともに、全職員に対し、私から訓示を行いました。 

 市民が主役の市政運営を目指し、全庁挙げての各種課題に取り組んでいる最中、このような

不祥事を招いたことは誠に遺憾であります。市民の方々にも大変な御迷惑、御心配をおかけい

たしましたこと、改めて深くおわび申し上げます。 

 今回の案件は、市内外に与えた影響は大きく、市政の管理監督者として、その責任の重さに

鑑み、４月から１か月間、市長にあっては１０％、副市長にあっては５％を給料月額からそれ

ぞれ減額するものとしました。 

 市民の皆様の信頼を回復するために、全職員一丸となって再発防止に努めるとともに、一つ

一つ着実に信頼を築き上げてまいる所存であります。 

 以上、何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由

の説明とさせていただきます。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

 ４番堀江清一議員。 
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○４番（堀江清一）  この案件は以前、説明をいただきました。そのときは、職員が倫理規

程違反だということで、停職６か月に処分したというふうにしたときの案件だと思われます。 

 その後、その職員は昨年９月２０日に書類送検されて以来、先日ですか、在宅起訴されてお

りますね。それでお伺いしたいんですが、職員が在宅起訴されたときには、これはどういう処

分になりますかね。その辺をまずお伺いします。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  あくまで起訴でありますので、処分としては変わらないと。 

○議長（渋井由放）  ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  市民感覚では、停職となった理由が倫理規程違反だったということで

ありますが、在宅起訴されるということであれば、懲戒免職に値するのかなというふうな感覚

でおります。そうすれば、市長の１か月給料の１０分の１減額というのは、緩いのではないか

と。もっと真摯に反省して、減額の期間とかそういうのはどういうふうに決定したらいいか分

かりませんが、反省の色を見せるのであれば、もっときつい減額になっていいのではないかと

思われます。 

 いかがでしょうか。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  ２月２０日の全協のときにも少しお話ししましたが、他市町村の

実例等も加味しながら今回、決めておりますが、当然、免職処分と、免職にはなっておりませ

ん。 

 それから、処分された行為が業務に関連するもの、そのほかに、処分された行為が刑事事件

に該当し、有罪、または有罪が確定になったときに、改めて処分が重くなる、減額の率を加え

た月数を重くするというのが一般的でございますので、今回に関しては、あくまで処分された

ものが業務に関連するものだけでございますので、今回のような減額の基準とさせていただい

たところでございます。 

○議長（渋井由放）  ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  過日も申し上げましたが、停職６か月に処したということを、２月

１６日付でプレスリリースされております。何といいましたか、一番重い罪に問われるまで待

っていたということでございますよね。要は一事不再理とか何とかと、ちょっと私もその辺の

言葉は分かりませんが、書類送検されて起訴されて、さらに今のお話を聞けば、有罪判決が出

るまでということを待っていたが、待っておりましたが、再任用職員なので、１年契約という

ことであって、３月いっぱいで終わってしまうと。そのときに退職してしまったら、処罰の対

象にならなくなってしまう、そんなような内容だったのかなと私は受け止めております。 
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 であれば、書類送検された９月２０日にそのような対応をできたんじゃないでしょうか。そ

の辺が非常に認識として甘いように思います。 

 これ３回目の質問ですから、私はこれ以上、また何を聞こうということはございませんが、

いずれにしても、以前、一般質問でもずっと言っておりますが、市長以下執行部、危機意識、

危機管理が少し薄いのではないかということを申し上げております。 

 昨年６月に、職員が金品の授受をしていたという事実を分かっていながら、先ほども申しま

したけども、議会に報告もない。書類送検されても、なおかつ報告がない。議会軽視も甚だし

いと私は感じております。それがルールかどうかは分かりませんが、いずれにしても、こうい

う重要な案件を、先ほどの教育長人事と一緒に、あまりにも軽く見ているんじゃないですかね。

そういうふうに感じてしまいます。 

 いずれにしても、意見だけを申し上げた次第でございますが、市長以下、執行部におかれま

しては、我々議員も向かうところは同じです。この那須烏山市をよくしようという気構えでご

ざいますので、しっかりとそういう危機意識も持ってもらって、市民がわくわくとするような

事業を考えていただいて、前向きに議会と共に歩んでいただきたいと、そのように思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  あくまで本人につきましては、収賄の容疑については一貫して、

否定しております。倫理規定については、収賄の罪で確定した場合は免職相当になりますが、

金品受領に関しては、停職６か月が最高の処分内容になってございます。あくまで本人が認め

ていないということについては、御理解願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。追加日程第２ 追加議案第１号 那須烏山市長及び副市長の給料の減額に

関する条例の制定について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、追加議案第１号は、原案のとおり可決

いたしました。 

                                    

     ◎追加日程第３ 追加議案第２号 那須烏山市税条例の一部改正について 

 

○議長（渋井由放）  追加日程第３ 追加議案第２号 那須烏山市税条例の一部改正につい

てを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  追加議案第２号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、令和６年能登半島地震災害の被災者の負担を軽減することを目的として、地方税法

及び同施行令が改正されたことに伴い、所要の改正を行うものであります。 

 主な改正の内容は、令和６年１月１日に発生した能登半島地震災害により住宅等に生じた資

産の損失を、令和５年分の所得税に適用され、税額の軽減を１年早く受けることを可能とし、

併せて令和６年度個人住民税に反映するものであります。 

 以上、何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案の理

由の説明といたします。 

 なお詳細につきましては、税務課長より説明をさせます。 

○議長（渋井由放）  川俣税務課長。 

○税務課長（川俣謙一）  それでは、命により、ただいま上程いたしました本条例の一部改

正について、詳細を説明申し上げます。 

 議案書に添付しました本条例の新旧対照表１ページを御覧ください。 

 改正の主な内容は、令和６年能登半島地震災害に係る雑損控除額等の特例として、附則第

５条の２の新設と、附則第６条においては、改正法の施行に伴う条ずれの修正を行うものです。 
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 まず、附則第５条の２第１項及び第２項につきましては、令和６年能登半島地震災害により、

住宅や家財等の資産、資産については、生計を一にする親族の資産を含みますが、その資産に

損失が生じた場合、納税者の選択により、本来は令和７年度個人住民税で雑損控除するものを

１年前倒しして、令和６年度個人住民税における雑損控除として適用できるようにするための

規定を整備するものです。 

 次に、第５条の２第３項につきましては、この特例措置は、令和６年度分の住民税申告書に

より当該適用を受ける旨、記載があった場合で、市民税の納税通知書が発送されるときまでに

提出されたものに限り適用し、また確定申告書についても含む扱いといたします。 

 ２ページを御覧ください。 

 附則第６条につきましては、改正法の施行に伴う条ずれの修正を行うものです。 

 具体的に申し上げますと、地方税法附則において、令和６年能登半島地震災害に係る雑損控

除額等の特例が、第４条の４に新設されたことから、旧第４条の４が第４条の５へと改正され

たことによります。 

 最後に、本条例の一部改正における附則ですが、この条例は、公布の日から施行するものと

するものです。 

 以上、詳細説明とさせていただきます。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

 １０番相馬正典議員。 

○１０番（相馬正典）  ただいま税条例の一部改正ということで説明がありました。 

 特例ということですが、これだと具体的にどういうことか分からないんです。本市において、

能登半島地震で被災したという方が本当にいるのかどうか、そういった具体的にもう少しお示

しいただければと思うんですけれども。 

○議長（渋井由放）  川俣税務課長。 

○税務課長（川俣謙一）  本特例による該当者がいるのかということですが、雑損控除とな

る資産ですが、今回考えられますのは、恐らく３つ程度、想定されると思われます。 

 まず１つ目としましては、事業的規模以外の貸家が損害を受けた場合です。事業的規模とは、

戸建てであれば５棟以上、アパート、マンション等であれば１０室以上が基準としており、そ

れ以外とのことですので、戸建てであれば４棟以内、アパート、マンション等であれば９室以

内の借家を能登半島において設置し、那須烏山市民が所有し、損害を受けた場合となりますが、

不動産所得の明細を全て確認しておりませんので、該当の有無は不明なところです。 

 ２つ目、居住用の住宅及びその敷地が損害を受けた場合です。このケースだと、能登半島に
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家族を残して転勤や出稼ぎによる那須烏山市民の方が、能登半島の住宅で損害を受けた場合な

どは想定されますが、こちらも該当の有無は不明なところです。 

 ３つ目、生活に通常必要な資産に損害を受けた場合です。このケースですと、那須烏山市民

が、令和６年１月１日時点で、ふだん通勤にも使用する自家用車を利用して、能登半島に帰省

や旅行に出向いた際、その自動車等が能登半島地震により損害を受けた場合は対象となる可能

性がございますが、これがあるかどうかは知り得る手段がございませんので、こちらについて

も該当者の有無は不明でございます。 

 したがいまして、今のところ、今回の特例に該当する那須烏山市民がいるか、いないかにつ

いては、回答することができないところです。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １０番相馬正典議員。 

○１０番（相馬正典）  分かりました。一応これは全国の市町村でやるということで、国の

お達しかなと考えます。分かりました。ありがとうございます。 

○議長（渋井由放）  ほかに。 

 ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  関連して、ちょっと質問させていただきたいんですが、固定資産税の

算定なんかは、１月１日が基準となっているので、なかなか該当がいないと思うんですけれど

も、現状把握しているかどうか分からないんですが、本市にこちらの被災を受けて避難されて

いる方というのはいらっしゃるんでしょうか。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  問合せがあったというのは聞いているんですが、実際にいるかと

いうことですと、把握しておりません。 

○議長（渋井由放）  ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  了解しました。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。追加日程第３ 追加議案第２号 那須烏山市税条例の一部改正について、

原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、追加議案第２号は、原案のとおり可決

いたしました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋井由放）  ２月２７日から本日まで１６日間にわたりました本定例会の日程は全

部終了いたしました。各議員の御協力、大変ありがとうございました。 

 以上で、令和６年第１回那須烏山市議会３月定例会を閉会いたします。大変お疲れさまでご

ざいました。 

［午後 ０時０９分閉会］ 



令和６年第１回３月定例会 第６日 

－356－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     上記会議録を証するため下記署名いたします。 

 

 

 

     令和６年５月３０日 

 

 

           議 長         渋 井 由 放 

 

           副 議 長         青 木 敏 久 

 

           署 名 議 員         小 堀 道 和 

 

           署 名 議 員         相 馬 正 典 
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